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能登高校文化祭にまちなかスタッフチームも出店能登高校文化祭にまちなかスタッフチームも出店

まちなかのおと
The Notes for  a  Soundscape in Noto

8/27( 日 ) 能登高校で開かれた文化祭に、まちなかスタッフも参加しました。文化祭では生徒たち
が主体となって、イベントや出店の企画・運営を行います。ダンスや書道、合唱などのパフォー
マンスやクイズ大会などのプログラム、企画から準備まですごい熱量です。

まちなか鳳雛塾のスタッフは、レモネードスタンドを出店しました。売り上げはレモネード普及
協会を通じて、小児がん支援活動に寄付されます。今回は、売上金から経費を差し引いて 5,220
円を寄付することができました。応援していただいた皆様、ありがとうございます。

以下、レモネード普及協会HPより引用
レモネードスタンド活動は、みんなにできる小児がん支援です。レモネードスタンド活動は、みんなにできる小児がん支援です。
日本で小児がんにかかる人は、年間約 2500 人。
1歳から 14 歳の子どもの死亡原因の第一位にもなっている、身近な病気です。
レモネードをつくって、売ってみる。レモネードを買ってみる。
あなたが関わった１杯のレモネードは小児がん治療の発展を待ち望む
「だれか」を、救うことにつながります。

デモクラティックスクールとは、生徒と教員が民主的に教育活動を行う学校のことです。授業に参加す
るかどうか、どんなルールを作るべきかなどを生徒自身が考えて生活するというのが特徴で、学校運営
に関わる決定事項を教員や生徒の参加する投票で民主的に決めます。主体性を育む教育や、民主主義の
実践の場として注目されています。

8/27( 日 ) まちなか鳳雛塾では「FRESTUNDE」というデモクラティックスクールについてのドキュメ
ンタリー映画の勉強会を開きました。イギリスのサマーヒル ( 世界最古のデモクラティックスクール )
の卒業生であり、同校での指導経験もお持ちの Paul さんをゲストにお迎えし、オルタナティブな教
育の選択肢について考えを深めました。ちなみにタイトルの FRESTUNDE はドイツ語です。英語では
FRIEND、日本語では友達に相当します。

参加者の来歴は様々で、能登高校魅力化プロジェクトに加え、輪島市の学習センター、わじまティーン
ラボ、英会話教室、能登高校など様々な教育機関からお集まりいただきました。また、能登高生や保護者、
移住者の方もご参加いただき、意見交換の場としても大きな実りとなりました。

能登高校魅力化プロジェクトは、既存の慣習に捉われず生徒のために最善の教育を考え続けます。引き
続き、応援のほどよろしくお願いいたします。また、このような能登町の教育についての学びの場にご
関心をお持ちの方がいらっしゃいましたら、どなたでもご連絡ください。是非一緒に能登町の教育を考
えていきましょう。

勉強会：デモクラティックスクールについてのドキュメンタリー映画勉強会：デモクラティックスクールについてのドキュメンタリー映画
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能登高校　全国募集開始能登高校　全国募集開始
　石川県では、学校の特色化の促進や部活動の活性化などにつなげるため、県外からの志願者を募る
「全国募集」が来年 1月の令和 6年度入試から実施されます。能登町唯一の高校である能登高校も対
象校となっています。このまま少子化が進めば町内唯一の高校である能登高校の存続が将来的に危ぶ
まれる能登町にとっては、今後の入学者確保につながる制度変更です。

　現時点では、能登高校の特色ある教育活動として募集の対象となっている項目は「普通科：ソフト
テニス　地域産業科：ソフトテニス /地域産業（水産）」と限定的なものに留まっています。しかし能
登高校では部活動や水産のほかにも、地域の方々や能登高校魅力化プロジェクトと連携して、地域探
究や課題研究、農業、ビジネスなど、特色ある教育活動を次々と取り組んでいます。部活動や水産に
留まらず全国募集の幅がさらに広がり、能登高校で学びたいという子どもたちが県外からたくさん入
学し、成長し、巣立って行けば、能登高校は存続・発展し、能登町にも活気をもたらすはずです。そ
んな未来に向かって高校魅力化スタッフは力を合わせて活動してまいりますので、引き続き能登高校
と能登高校魅力化プロジェクトへの応援をよろしくお願い致します。

今回はスタッフ小澤からの推薦図書をご紹介します。

原著が日本語で書かれた哲学書で、平易な言葉で難解なテーマを取り扱っ
ています。哲学の内容そのものに興味がなくても、言葉で考えることの練
習になる本だと思います。脳に汗を流してじっくりと読書をすると、マラ
ソンを走り切ったあとのような気持ちよさがありますね。

スタッフの推薦図書コーナースタッフの推薦図書コーナー

〈子ども〉のための哲学〈子ども〉のための哲学
著：永井 均著：永井 均

勉強会の様子 映画「FREISTUNDE」 ポスター


